
第１号議案 　平成２２年度事業報告（案）

平成２２年度の運営状況及び事業計画実施状況について、下記の通り報告します。

１．団員構成
　２２年度末団員状況は以下の通りとなり、平成２３年度はこの体制により出発する事となりました。

　　　　　　平成２２年度新規入団者
　・フルート
　　　蓬田さん
　・サックス
　　　長内さん
　・ホルン
　　　池内さん
　・トロンボーン
　　　石川さん・小杉さん
　・チューバ
　　　吉川さん

　　　　　　退団　高橋（冨代子）さん（休団者）
　　　　　　問合せ・見学・入団辞退等

　・Fl（１）　・Sax（３）　・Ｈｒ（１）
２．事業報告 　・Ｔｂ（１）

（１）　演奏会実施状況

　　　　　　平成２２年１０月２４日（日）　　かでる２・７　　　　　実行委員・トランペットパート

　　　　　　平成２３年２月１１日（金・祝）　　　シルバーハイツ１番館及び３番館　　総勢２７名参加

（２）　行事・活動状況

　　　　　　事業計画案　２６回の練習日程に対し追加練習日を設け２９回実施するとともに４階別室での
　　　　　　ホルン協奏曲特別練習を２回実施し上記演奏会に向けた取り組みを行いました。

　　　　　　ホームページを活用し音楽資料、アンサンブル用楽譜の編曲、提供により団員の知識・技能
　　　　　　向上を図りました。

　　　○　各パート、定演実行委員会、事務局の担当により中断することなく毎月実施しました。

（３）その他報告事項
　　　①　オークラホールから楽器保管庫の撤去を求められ、練習場所を変更する事とし１２月４日に
　　　　　　セミナーセンタ体育館へ楽器の移動、及び翌５日よりセミナーセンタでの練習を開始しました。

　　　②　２０１０．１０．２７定期演奏会への取組み模様がＨＴＢ（北海道テレビ放送）『イチオシ』ヒロメガネ
　　　　　　「いまだ青春真っただ中　北海道シニア吹奏楽団」で放映されました。

　　　③　楽器購入
　　　　　　１１月　　借用により使用していたヴィブラフォンを２年分割払いにより譲り受けする事としました。
　　　　　　　２月　　マーチ用１６インチシンバルを購入しました。

　　　④　結婚２件、出産２件がありそれぞれお祝い金を贈呈しました。

　　④　団員専用掲示板への資料室新設等の充実を図りました。　・・・・・・・・・・・・・・・・　Ｈ２２°事業計画1-(2)-③

　　⑤　親睦会（総会、定演打上げ、忘年会、新年会を含む）の実施　・・・・・・・・・・・・・・　Ｈ２２°事業計画1-(1)項

　　①　第１７回定期演奏会を開催しました。　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　Ｈ２２°事業計画2-(1)項

　　②　シルバーハイツ所属マンション２ヶ所で演奏を行いました。　・・・・・・・・・・・・・・・・・　Ｈ２２°事業計画3-(2)項

　　①　練習実施状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　Ｈ２２°事業計画2-(2)項

　　②　アドバイザー支援制度について　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　Ｈ２２°事業計画2-(4)項

　　③　シニア便りを１５号（６月）、１６号（１２月）、１７号（３月）と３回発行しました。 ・・・・・　Ｈ２２°事業計画1-(2)-①
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第３号議案

平成２３年度について、以下の目標に基づき活動を行います。

１．演奏活動について

（１） 第１８回定期演奏会を開催します。
・ 平成２３年１０月　２日（日）　　かでる２・７ 実行委員会　　　フルート・オーボエパート

　　　　　　　　　　 別途実施計画報告有り

（２） 定期演奏会に向けて練習日程を設定します。
・ 原則月２回、定演前４週は毎週日曜及び前日土曜に実施します 計１５回
・ その他必要により練習日を随時設定します。
・ 演奏会前日最終練習を「かでる２・７　レクレーション研修室」で行います。

（３） 平成２４年度第１９回定期演奏会に向けて準備を進めます。
・ 平成２４年１０月１４日(日）　　　かでる２・７予約済 実行委員会　　　　　ホルンパート
・ 原則月２回の練習日を設定します。 計１２回

（４） 平成２５年度第２０周年記念演奏会に向けて準備委員会を発足させ準備を進めます。
・　準備委員会　委員長　　　山田　監事

（５） 演奏力の更なる向上に資するため「アドバイザー」による支援制度の充実を図ります。
・　北部方面音楽隊隊員によるパート別指導会を計画します。
・　個人、パート練習、アンサンブル練習等でのアドバイザーの積極的な活用を推進していきます。

２．地域との交流を図ります。

（１） ライオンズ・クラブ３０周年記念総会において演奏を行います。
平成２３年９月１６日（金）１９：００～　  ホテル･ニュー･オータニ　　　　　練習日１回設定

（２） 定期演奏会共演小学校との交流により親睦を深めるとともに、技術向上の支援を行います。

（３） シルバーハイツ様要請の慰問演奏を引き続き行います。
平成２４年２月予定

（４） その他訪問演奏の要望等に対して積極的に応える事とします。

３．その他
（１） セミナーセンターとの契約について

　　練習場所をＮＴＴセミナーセンター体育館とし、年間包括契約として経費の節減を図ります。
※１　当初計画２６回の練習日数に対し７０％見合いの金額で年間契約をするものです。
※２　当初計画に対して練習日の変更等日数の増減に伴う清算は行いません。
　　　　体育館に空があれば追加練習日の設定も可能になります。

（２） 楽器購入について
　　演奏表現の充実を図るためマリンバ（中古を考慮）の購入を計画します。

（３）　ヤマハ音楽支援制度　地域音楽活動支援対象に認定されました。
　　第１７回定期演奏会実行委員会の活動により、第１８回定期演奏会が上記制度の対象に認定
　　され、支援金の支給を受ける事となりました。

（４） ２０周年記念事業積立金について
　　２０周年記念事業に向けて積立金を増額します。　従来５万円→１５万円

平成２３年度事業計画（案）



第４号議案

平成２２年度 平成２３年度

決算額 予算

1,918,322 2,128,194

○前年度繰越金 479,928 458,194

○演奏会収入 461,975 480,000

チケット 245,975 200,000 チケット５００×４００枚

広告料 206,000 150,000 ５，０００円１２件、３，０００円３０件

祝い金 10,000

補助金 130,000 ヤマハ音楽振興財団様

○総務収入 976,419 1,190,000

団費 950,000 1,000,000 50名分

補助金 20,000 190,000 ライオンズクラフ様１７万、シルバーハイツ様2万

その他 6,419

1,918,322 1,763,000

○練習費 562,801 280,000

オークラホール使用料 445,551

セミナーセンタ使用料 100,800 210,000

臨時練習会場費 50,000 アンサンブル練習、別会場使用料

かでる使用料 16,450 20,000 第１８回リハーサル用

○演奏会費 528,712 542,000

会場使用料 116,400 120,000 第20回定期演奏会会場費を計上

設備使用料 61,520 60,000 第１８回設備使用料

楽器運搬費 29,400 30,000

広告宣伝費 163,695 170,000 プログラム、ポスター原画作成、印刷費

演奏会諸費 69,300 70,000 録画、録音、受付謝礼、作・編曲費

著作権料 8,857 9,000

会議費 51,265 40,000 実行委員会会議費

事務費 5,397 23,000 通信費、コピー代、事務用品

その他 22,878 20,000 その他、旭小指導交通費等

○総務費 368,615 391,000

総会会場費 0 30,000 総会会場費

備品費 134,199 130,000 ﾋﾞﾌﾞﾗﾌｫﾝ代H23年支払い分7.5万､楽譜、楽器修理等

各種借上げ 29,000 15,000 団長介護ﾀｸｼｰ代､楽器運送費(ﾗｲｵﾝｽﾞ)

資料印刷 6,256 10,000 ｼﾆｱ便り､総会資料

会議費 23,300 30,000 役員会会議室使用料他

事務経費 38,914 40,000 ｺﾋﾟｰ用紙、ｺﾋﾟｰ点検費用他

慶弔費 40,000 30,000

通信費 15,150 18,000 総会資料発送、他団体定演祝電等

負担金 18,000 18,000 北部方面音楽隊後援会、吹奏楽連盟

雑費 63,796 70,000 団長経費その他、北部方面隊謝礼

○予備費 0 300,000

楽器購入予備費 200,000 中古マリンバを予定

その他予備費 100,000 その他

○次年度繰越金 458,194 615,194

２０周年記念積立金 100,000 250,000 Ｈ２１～Ｈ２２年度分１０万、Ｈ２３年分１５万円

358,194 365,194

　Ｈ２３年度　予算（案）

備考

収入の部

収支差額（再掲）

支出の部

項目



第５号議案 
役員の改選について 

 
 
１．現役員会の現状 
      団 長   林 正輝 
      副団長   中村 暁生 
      理事    ※石井邦紀、 ※高橋章子、 ※菊田貴子、 
            伊藤英明（事務局兼務）、 石田由紀（事務局兼務） 
      監事    ※松本良一、 ※山田光国 
      事務局長  柿岡武弘 

 
     ※：任期満了役員 
 
 

２． 新役員候補の提案について 
   ・ 理事：  石井邦紀（再任）、 長土居梨那（新任）、 村山幸恵（新任） 
   ・ 監事：  松本良一（再任）、 山田光国（再任） 
   ・ 退任：  高橋章子、 菊田貴子    
 
（参考） 

（１）規約 
      第 ８条「役員」 
         この団体に次の役員を置く。 
         １）団長    １名 
         ２）副団長   １名 
         ３）理事    若干名 
         ４）事務局長  １名 
         ５）監事    ２名 
 
      第１０条「選出」及び「任期」 
         ３）理事、監事及び事務局長は、団員による選考委員会において選出

し、総会において決定する。 
         ４）役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 



議案６号 
規約改正（案） 

 
 
 
役員選出の方法について北海道シニア吹奏楽団規約の改正を提案します。 
 
 
現行 
 第１０条 「選出」及び「任期」 

1） 団長は、役員の互選により選出される。 
2） 副団長は、団長が指名する。 
3） 理事、監事及び事務局長は、団員による選考委員会において選出し、総会におい

て決定する。 
4） 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 
問題点 

○ 総会に提案する事業計画、予算案作成にタッチできない。 
 
対策案 
     ① 総会前に投票による新役員選出を行う。 

② 定期演奏会前（旧年度内）に役員選出の為の臨時総会を開催する。 
③ 選考委員会による選出者をもって新役員とし、定期総会において承認する。 
④ 現行通り 

 
 
改正（案） 
     ①案を提案 
 
 第１０条 「選出」及び「任期」 

１） 変更なし 
２）  〃 
３） 理事、監事及び事務局長は立候補及び選考委員会による推薦者につき、定期総

会前の団員投票により選出する。 
４） 理事、監事及び事務局長の任期は新年度の４月１日から２年とし、再選を妨げ

ない。 
 
提案理由 
 

○ 定期総会前に新役員を決定し、新役員による事業計画及び予算案の提案を総会に付議する

ことが可能となる。 
 

   ○ 臨時総会を開催する等の労力が少ない。 
 




